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1.我々は先に､ベンジル基で部分保護した6位フリーなメチルグリコシ

ド類に対しアセトニ トリル中､テトラシアノエチレンCrCNE)を作用させる

ことにより､1,6-アンヒドロ糖類が簡便かつ高収率で合成出来ること､また

それらの知見を応用することで分子間での トランスグリコシル化反応も行

えることを明らかにした1)｡今臥 その手法の適用範囲をより明確にするた

め､上記ベンジル基の代わりに糖化学で多用される様々な官能基で部分保

護した各種基質に対し､同様に反応を行ったところ､興味ある知見が得ら
れたので報告する0

2､3.様々な官能基を有する基質 1-7に対してアセトニ トリル中､ベ

ンジル保護した基質のときと同様にTCNEを5当主加えてアルゴン気流下て
還流を行った｡その結果､NHAcあるいはN3基を有する1と2からは相当

する1,6-アンヒドロ糖が収率良く得られた(収率76%および72%)｡それに対

し､アシル型のAcあるいはBz,基を有する3､4およびアノマー位以外にも

Me基を有する7を用いたときは､反応は多少進行するもののTI.C上多数の

スポットを与えた｡一方､スルホニル型の¶あるいはMs基を有する5､6

を用いたときは､いずれも反応は進行せず原料回収に終わった｡これらの

結果より､NHAcやN3基は本条件下で影響されず目的反応が進行すること､

アシル基あるいはアノマー位以外にもメチル基を有する基質に対しては本

手汝は適用しにくいこと､またスルホニル基を有する基質では､それら官

能基は影響を受けにくいものの､逆にTCNEの反応性を抑える働きを持つこ

とが示唆された｡
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1)五十嵐､他､第34固有合化関東支部シンポジウム､要旨集､152(1997)･


